
　 8)臨 床研修歯科医師の進路

　　　-過 去7年 間の結果から-

　 〇高橋 和裕,杉 田 俊博,清 野 晃孝,佐 藤 穏子

　　 鈴木 史彦,金 秀樹,山 森 徹雄,鎌 田 政善

(奥羽大・歯・附属病院・歯科医師臨床研修プログラム委員会)

【目　 的】歯科 医師臨床研修制度の法制化後,本

学プログラム委員会 は,臨 床研修後における就職

指導も実施 している。臨床研修歯科医の就職への

意識を把握 し,今 後の指導に役立てるために平成

18年 度か ら24年 度 までの7年 間の就職実態 を経

年的に調査 した。

【調査方法】各年度の臨床研修開始時と修了時に,

プログラム委員会で実施 したアンケー トや調査票

から,研修年度,年 齢および就職先を抽出したデー

タカー ドを作成 した。対 象年齢は24歳 か ら30歳



以上の7段 階に分けた。就職先は本学および他大

学の助手および大学院,開 業歯科医,他 の4群 と

した。このデータを分析 した結果,興 味ある知見

が得 られたので報告 した。分析にあた り,デ ータ

カー ド作成者 と分析者は別人 とした。

【結　果】

　 1.平 成18年 か ら24年 度 までに本学で臨床研

修 を終了した歯科医師は307人 であった。

　 2.平 成18・19年 度 は24歳 の研修医が本学 に

多 く就職していた。

　 3.平 成20・21年 度 は24歳 の研修医が開業 医

に就職する傾向がみられる様になった。

　 4.平 成22年 度は東 日本大震災の影響で修 了

時における就職未定者が多くみられた。

　 5.平 成23・24年 度 は24歳 の研修 医が減少 し,

25歳 以上の研修医が多い傾 向とな り,開 業医へ

の就職率も増加 した。


